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一 般 会 計 予 算 を 減 額 補 正 総　　務

保険給付費の増等で国保税率等を改定

�（
提
案
理
由
）　

近
年
の
保
険

給
付
費
の
増
加
、
国
保
税
収
入

の
伸
び
悩
み
、
国
庫
補
助
金
の

減
少
等
に
よ
り
、
今
年
度
及
び

　

年
度
以
降
に
お
い
て
収
入
不

２２足
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
伴
う

税
率
等
の
改
定
及
び
旧
被
扶
養

者
減
免
の
期
間
の
延
長
を
し
よ

う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

東
�
近
隣
９
市
の
一

人
当
た
り
の
調
定
額
は
。

□
当
局　

一
般
と
退
職
を
合
わ

せ
た
一
人
当
た
り
の
調
定
額
は
、

い
ず
れ
も
予
算
上
の
数
字
の
調

定
額
を
被
保
険
者
数
見
込
で
割

っ
た
も
の
で
あ
り
、
必
ず
こ
の

額
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

介
護
分
を
除
い
た
医
療
分
と
支

援
金
分
の
額
で
野
田
市
は　

万
１０

２
千　

円
、
松
戸
市
が
９
万
２

１５７

千　

円
、
柏
市
が
９
万
３
千　

８９６

８０

円
、流
山
市
が
９
万
５
千
９
円
、

我
孫
子
市
が
９
万
５
千　

円
、

６６０

鎌
ケ
谷
市
が
９
万　

円
、
市
川

６９０

市
が
９
万
２
千　

円
、
船
橋
市

１０３

が
８
万
９
千　

円
、
浦
安
市
が

５３０

８
万
千　

円
で
あ
る
。

５８３

■
委
員　

年
収　

万
の
世
帯
で

３００

仮
に
２
人
と
も
年
金
を
も
ら
っ

て
い
た
と
す
れ
ば
、
生
活
保
護

議
案
第
７
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
改
正

の
対
象
に
は
な
ら
な
い
し
、
国

保
税
を
納
め
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
意
味
で
、
国
保
税
が
負
担

能
力
を
超
え
た
高
さ
に
な
っ
て

い
な
い
か
。

□
当
局　

国
保
税
は
所
得
等
を

勘
案
し
た
中
で
負
担
の
金
額
を

決
め
て
い
く
保
険
制
度
の
た
め
、

加
入
し
て
い
る
方
は
そ
の
応
分

の
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
あ
り
、
必
ず
し
も
全
部
、
負

担
能
力
を
超
え
て
い
る
こ
と
に

は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

■
委
員　

提
案
理
由
に
は
国
庫

補
助
金
の
減
少
と
あ
る
が
、
ど

の
く
ら
い
の
金
額
が
減
少
し
て

い
る
の
か
。

□
当
局　

国
庫
補
助
金
に
、
財

政
調
整
交
付
金
と
い
う
も
の
が

あ
り
、
平
成　

年
度
に
６
億
５

２０

千
万
円
ほ
ど
見
込
ん
だ
が
、
こ

れ
が
約
２
億
円
ほ
ど
下
が
っ
て

い
る
。

■
委
員　

条
例
改
正
に
よ
っ

て
、
納
付
額
の
最
高
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。

□
当
局　

現
在
の
医
療
分
と
支

援
金
分
を
合
わ
せ
た
賦
課
限
度

額
は
年
間
で　

万
円
と
な
っ
て

５９

い
る
が
、
平
成　

年
度
か
ら　

２２

６３

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定

で
あ
る
。

◆

賛

成

多

数

で

可

決

環境経済

�（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予

算
、
継
続
費
、
債
務
負
担
行
為

及
び
地
方
債
の
補
正
並
び
に
繰

越
明
許
費
の
補
正
で
あ
り
、
既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
８
千　

万
４
千
円

４７９

を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ　

億
７
千　

４４１

６６３

万
５
千
円
に
し
よ
う
と
す
る
も

の
。

■
委
員　

梅
郷
駅
西
口
の
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
わ
き
に
は
、

長
い
間
放
置
さ
れ
、
山
積
み
さ

れ
た
自
転
車
が
あ
る
。
新
た
に

放
置
禁
止
区
域
を
設
定
し
た
が
、

こ
こ
は
東
武
鉄
道
の
所
有
地
で

あ
り
、
鉄
道
会
社
が
放
置
自
転

車
を
撤
去
す
る
の
だ
ろ
う
が
、

現
在
、
非
常
に
見
苦
し
く
評
判

が
悪
い
た
め
、
放
置
自
転
車
対

策
を
東
武
鉄
道
と
協
議
し
て
い

る
の
か
。

□
当
局　

公
共
施
設
に
つ
い
て

は
市
で
撤
去
を
行
っ
て
い
る
が
、

あ
の
土
地
は
東
武
鉄
道
が
所
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
東
武
鉄

道
に
も
再
三
に
わ
た
り
注
意
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
結

果
、
時
間
貸
し
の
自
転
車
駐
車

場
を
つ
く
る
と
の
報
告
を
受
け

議
案
第

号
２７

平
成

年
度
一
般
会
計
補

２１

正
予
算
（
第
５
号
）

て
お
り
、
現
地
に
は
「
残
っ
て

い
る
自
転
車
は
撤
去
す
る
」
と

の
看
板
も
出
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

■
委
員　

育
児
支
援
家
庭
訪
問

者
派
遣
等
委
託
料
の
平
成　

年
２１

度
の
実
績
と
委
託
先
は
。

□
当
局　

当
初
見
込
み
が
千　
３００

時
間
で
あ
っ
た
も
の
に
対
し
、

決
算
と
し
て
千　

時
間
と　

時

５２０

２２０

間
の
不
足
が
生
じ
る
た
め
増
額

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
託
先
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

あ
る
。

■
委
員　

私
立
保
育
所
保
育
事

業
補
助
金
が
千　

万
円
ほ
ど
減

９００

額
と
な
っ
た
理
由
は
。

□
当
局　

延
長
保
育
事
業
、
一

時
保
育
事
業
、
地
域
子
育
て
支

援
事
業
等
の
利
用
人
数
が
見
込

み
よ
り
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

■
委
員　

小
学
校
費
の
地
域
活

性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付
金

事
業
は
岩
木
小
学
校
の
耐
震
工

事
と
太
陽
光
発
電
設
備
を
行
う

予
定
だ
っ
た
と
思
う
が
、
こ
の

減
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

□
当
局　

公
共
投
資
臨
時
交
付

金
の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
り
、

工
期
の
確
保
が
で
き
な
い
た
め

先
送
り
し
た
。

◆

賛

成

多

数

で

可

決
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建　　設

野 田 市 春 風 館 道 場 を 設 置 文教福祉

保留地処分金等の減額補正

�（
提
案
理
由
）　

武
道
を
通
じ
た

青
少
年
の
健
全
な
育
成
及
び
市

民
の
体
育
振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
生
涯
学
習
の
た
め
の
市
民

相
互
の
交
流
の
場
を
創
出
し
、

も
っ
て
市
民
の
教
養
、
学
術
及

び
文
化
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
野
田
市
春

風
館
道
場
を
設
置
し
よ
う
と
す

る
も
の
。

■
委
員　

条
例
案
の
使
用
料
金

に
つ
い
て
は
、
１
面
１
時
間
に

つ
き
市
内
の
一
般
の
方
が　

円
、

８０

同
じ
く
中
学
生
以
下
が　

円
、

４０

市
内
以
外
の
一
般
の
方
が　
１２０

円
、
中
学
生
以
下
が　

円
と

６０

な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
の
算

定
根
拠
は
な
に
か
。

□
当
局　

使
用
料
金
算
定
の

根
拠
は
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株

式
会
社
が
所
有
し
て
い
た
と

き
の
利
用
金
額
を
も
と
に
、

急
激
な
負
担
の
増
加
を
招
か

な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も

に
、
幅
広
い
利
用
者
の
方
々

に
使
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
考
え
で
設
定
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
設
定
の
際
に

は
、
過
去
の
利
用
料
金
、
あ

る
い
は
総
合
公
園
の
格
技
場

議
案
第

号
１４

春
風
館
道
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

等
、
ま
た
、
他
市
の
施
設
等
と

の
比
較
も
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

■
委
員　

設
置
の
目
的
に
、
武

道
を
通
じ
た
青
少
年
の
健
全
な

育
成
と
な
っ
て
い
る
な
ら
、
中

学
生
以
下
に
つ
い
て
は
無
料
で

も
よ
い
と
思
う
が
、
無
料
に
す

る
こ
と
は
検
討
し
た
の
か
。

□
当
局　

無
料
と
す
る
こ
と
の

検
討
は
し
て
い
な
い
。
キ
ッ
コ

ー
マ
ン
株
式
会
社
が
所
有
し
て

い
た
と
き
に
少
年
の
利
用
も
含

め
て
、
使
用
料
金
を
支
払
っ
て

い
た
経
緯
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

設
定
を
し
て
い
る
。

◆

賛

成

多

数

で

可

決

�（
提
案
理
由
）　

歳
入
歳
出
予

算
及
び
地
方
債
の
補
正
並
び
に

繰
越
明
許
費
の
設
定
で
あ
り
、

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
２
千　

万
円
を

４５０

減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
４
億　

万
４
千

４７０

円
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

■
委
員　

平
成　

年
度
も
保
留

２１

地
処
分
が
全
く
で
き
な
か
っ
た

が
、
こ
の
１
年
間
の
取
り
組
み

は
。

□
当
局　

保
留
地
処
分
は
、
こ

こ
数
年
の
経
済
状
況
の
悪
化
や

雇
用
不
安
に
よ
っ
て
非
常
に
難

し
い
状
況
で
あ
る
。
以
前
の
議

会
で
も
答
え
た
が
、
保
留
地
処

分
に
つ
い
て
は
平
成　

年
に
定

１５

め
た
保
留
地
処
分
価
格
に
よ
り

実
施
、販
売
を
し
て
お
り
、価
格

が
実
際
の
不
動
産
の
取
引
価
格

等
と
差
が
あ
り
な
か
な
か
進
ま

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
平
成　
２１

年
度
に
保
留
地
処
分
価
格
の
見

直
し
を
進
め
て
お
り
、
現
在
そ

の
手
続
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
こ
に
き
て
保
留
地
処
分
の
引

き
合
い
も
数
件
あ
る
が
、
値
段

の
折
り
合
い
が
つ
か
ず
進
ん
で

議
案
第

号
３３

平
成

年
度
次
木
親
野
井
特

２１

定
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

い
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
予
算

の
段
階
で
は
、
保
留
地
処
分
金

を
全
額
減
額
し
て
い
る
が
、
３

月
に
入
り
一
区
画
に
つ
い
て
保

留
地
の
形
体
が
悪
い
こ
と
か
ら

分
割
し
た
結
果
、
面
積
的
に
は

少
な
い
が
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

■
委
員　

価
格
の
見
直
し
が
な

か
な
か
決
ま
ら
な
い
理
由
は
。

□
当
局　

公
売
価
格
は
、　

年
２２

１
月
時
点
で
の
地
価
公
示
価
格

等
を
参
考
に
設
定
し
て
い
く
こ

と
で
、
現
在
そ
の
事
務
処
理
を

行
っ
て
い
る
。

■
委
員　

今
後
は
公
売
価
格
を

決
め
て
引
き
合
い
が
く
る
か
ど

う
か
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
以

外
の
取
り
組
み
は
。

□
当
局　

公
売
価
格
が
決
定
次

第
今
ま
で
ど
お
り
価
格
を
公
開

し
て
行
う
保
留
地
公
売
を
平
成

　

年
度
早
々
に
実
施
す
る
。
仮

２２に
申
し
込
み
が
な
い
場
合
に
は
、

随
意
契
約
に
よ
る
売
買
を
進
め

て
い
き
た
い
。ま
た
、保
留
地
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
処
分
の

Ｐ
Ｒ
等
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■
委
員　

特
別
会
計
に
一
般
会

計
か
ら
繰
り
入
れ
た
総
額
は
。

□
当
局　

総
額
は
平
成　

年
度

２０

の
決
算
で　

億
円
ほ
ど
で
あ
る
。

１９

◆

賛

成

多

数

で

可

決

改修後の春風館道場
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